
 

令和 8年度 学校評価（目標設定）         

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教育 

課程 

学習 

指導 

自立と社会参加をめ 

ざし、小中高一貫し 

た、系統性のある教 

育課程の編成と、児 

童生徒の身につけた 

い力を明確にした授 

業づくりを進める。 

①教科の「身につけた

い力一覧」「教育内容

一覧」等を効果的に活

用し、また校内研究を

学部ごとに行うこと

で、授業づくり、授業

改善につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②児童・生徒ができる

ようになったことを、

児童・生徒に実感させ

主体的な学びにつなげ

る。 

①研究日等を活用し、

「教育内容一覧」を見直

しながら学部間のつなが

りも確認する。教科等年

間授業計画に活かし、学

習内容に偏りがないか等

の視点でもみることで、

児童生徒にとって必要な

学びを整理する。 

①学年ごとに具体的なサ

ブテーマを定め、対象の

児童生徒または集団を設

定してアセスメントを行

い指導の改善を図る。 

 

②キャリア・パスポート

の効果的な活用について

共有する。 

①既存の「教育内容一覧」

のブラッシュアップをしな

がら、学びの積み重ねが見

える授業改善をすることが

できたか 

 

 

 

 

①指導の前後のアセスメン

ト結果から、指導改善の成

果が確認できたか。 

 

 

 

②キャリア・パスポートの

効果的な活用について共有

することができたか。 

２ 

 
児童 
生徒 
指導 
支援 

児童・生徒の教育

的ニーズに基づき、

多角的な視点からア

セスメントを行い、

個に応じた力の育成

を図るとともに、組

織的、効果的な支援

を行っていく。 

①アセスメントシート

の活用及び行動観察、

ケース会等により、多

面的、具体的な支援、

指導を行う。 

 

②教育相談チームを中

心に教材の共有化を図

る。より個々の実態に

即した教材開発を進め

る。 

 

 

 

 

①小中学部については、

心理職作成のアセスメン

トシートの改訂版を作成

し実施する。 

 

 

②掲示板を活用するなど

して共有教材の貸出シス

テムの周知・定着を図

る。ケース会等に専門職

が積極的に関わることに

より、専門職の視点も交

えてより子どもたちの実

態に合った教材開発を進

められるようにする。 

①改訂したアセスメントシ

ートを活用し、具体的な支

援につなげることができた

か。 

 

 

②共有教材の貸出システム

の周知・定着を図ることが

できたか。 

専門職の視点を交えて、子

どもたちの実態に合った教

材開発を進めることができ

たか。 

３ 

進路 

指導 

支援 

児童生徒が地域社

会で豊かに生きる力

を育むために、鶴見

のキャリア教育目標

を踏まえ、ライフキ

ャリア、ワークキャ

リア両面での系統的

なキャリア教育の充

実を図る。 

①進路学習会等の実施

と評価の具体化、教員

間での共有を図り、支

援、指導へつなげてい

く。 

 

 

 

 

①参加人数、感想等を記

載し評価を具体化する。

保護者対象の学習会の内

容を、資料の閲覧や映像

記録の視聴等を通じて、

教員間でも共有できるよ

うにする。 

 

 

①保護者対象の学習会の内

容を、教員間でも共有する

ことができたか。 

 

 

 

 

 

 

４ 

地域等 

との 

協働 

児童・生徒の学び

の場をより地域に広

げ、また地域への情

報発信を行うこと

で、障害のある児

童・生徒の理解を進

める。地域と連携し

た教育活動を推進

し、共生社会の実現

①センター的機能の一

環として校内外の教

材・教具について、情

報収集と共有を行い、

特別支援教育へのいっ

そうの理解を図る。 

 

 

②学部間、また、地域

①巡回相談時に、ニーズ

の把握やＨＰの情報周知

を行う。あわせて参考に

なる支援級の取組につい

て資料を集め、他の支援

級に紹介できるようにし

ていく。 

 

②ボランティア交流会な

①ニーズを把握しＨＰ等で

情報周知を行うことができ

たか。校内外の取組につい 

て、情報収集と共有をする

ことができたか。 

 

 

 

②ボランティアとのより密



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

を目指していく。 との交流による学校理

解の促進、地域資源を

教育活動に活かす。ボ

ランティアとの連携を

安全で安心な教育活動

の充実につなげる。 

どボランティアの意見交

換の場を設けることを通

じて、ボランティアのス

キルアップを図る。 

な連携により、安全で安心

な教育活動につなげること

ができたか。 

 

５ 

学校 

管理 

学校 

運営 

安全安心な学校づ

くりのため、良好な

教育環境の整備と、

危機管理体制の確立

を図り、地域に信頼

される学校づくりに

取り組む。教員の教

育力、専門性の向

上、不祥事の防止を

図ると共に、効率的

な業務遂行と働き方

改革を推進する。 

①地域との連携協力、

情報共有により、地域

防災、校内での防災教

育を促進する。 

 

 

 

②働き方改革促進に向

け、学校運営協議会と

の連携により、具体的

な改善を図っていく。 

 

①地域の支援を活用しな

がら、防災宿泊訓練の実

施に必要な知識を校内で

共有し、実施計画を作成

する中で防災意識を向上

させる。 

 

②業務時間の確保を目的

として、学校全体で取り

組んでいく。 

①防災宿泊に関する知識を

校内で共有し、地域の支援

を活用した実現可能な実施

計画を作成することができ

たか。 

 

 

②確保できる業務時間を具

体的に示したり、学校全体

で共有したりしながら改善

に向けて取り組むことがで

きたか。 

 


